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一
、
は 

じ 

め 
に

越
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
の
漢
喃
研
究
院
図
書
館
は
、数
多
く
の
漢
文
文
献
を
収
蔵
し
て

お
り
、
越
南
に
お
け
る
漢
字
文
化
の
精
華
が
こ
こ
に
集
積
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
そ
の
蔵
書
の
全
貌
は
、『
越
南
漢
喃
文
献
目
録
提
要
』
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研

究
所
・
二
〇
〇
二
年
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
漢
喃
研
究
院
図
書
館
に
は
、
日
本
に
関
連
す
る
文
献
も
い
く
つ
か
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
に
、『
日
本
維
新
列
家
慷
慨
詩
』（
配
架
番
号
：A.3100

。
以
下
、
慷
慨

詩
と
略
称
す
る
）
と
名
付
け
ら
れ
た
鈔
本
が
あ
る
。
こ
の
慷
慨
詩
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
こ
れ
を
対
象
と
し
た
研
究
は
現
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る①
。
今
回
は
、
こ
の
慷
慨

詩
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
参
考
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
越
南
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

な
お
慷
慨
詩
の
末
尾
に
は
、続
け
て
「
皇
越
地
輿
歌
」「
痴
女
伝
」「
致
薛
錦
琴
書
」

の
三
種
の
漢
文
が
鈔
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
注
目
に
値
す
る
の
は
「
致
薛
錦

琴
書
」
で
、
こ
れ
は
日
本
の
自
由
民
権
運
動
活
動
家
で
あ
る
福
田
英
子
が
、
上
海
の

一
少
女
薛
錦
琴
に
宛
て
た
漢
文
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
越
南
に
伝
わ
っ
た
の
か
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

慷
慨
詩
が
ど
う
し
て
越
南
に
伝
来
し
た
の
か
、
そ
れ
に
は
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る

越
南
・
中
国
・
日
本
の
三
国
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
三
国
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
言
語
を
使
用
す
る
も
の
の
、
か
つ
て
は
漢
詩
文
に
よ
っ
て
互
い
に
交
流
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
漢
字
文
化
圏
の
有
す
る
こ
う
し
た
漢
詩
文
を
通
じ
た
意
思
疎

通
の
可
能
性
が
、
慷
慨
詩
の
伝
来
に
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。

二
、
慷
慨
詩
に
つ
い
て

慷
慨
詩
は
鈔
本
で
、
誰
が
い
つ
ご
ろ
筆
写
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
維

新
期
の
総
勢
二
十
六
名
の
漢
詩
文
を
収
録
す
る
。
煩
瑣
で
は
あ
る
が
、
以
下
に
そ
の

項
目
を
列
記
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑴
佐
久
間
象
山
先
生
傳　

⑵
藤
田
東
湖
先
生
傳　

⑶
蒲
生
君
平
先
生
傳　

⑷
高

山
彥
九
郞
先
生
傳　

⑸
賴
山
陽
先
生
傳　

⑹
賴
三
樹
先
生
傳　

⑺
水
戶
齊
昭
公

傳　

⑻
月
照
師
列
傳　

⑼
渡
邊
華
山
先
生
傳　

⑽
平
野
國
臣
先
生
傳　

⑾
堀
織

部
先
生
傳　

⑿
武
田
耕
雲
齋
先
生
傳　

⒀
雲
井
龍
雄
先
生
傳　

⒁
梁
川
星
岩
先

生
傳　

⒂
小
原
鐵
心
先
生
傳　

⒃
久
版
通
武
先
生
傳　

⒄
版
本
龍
馬
先
生
傳　

⒅
梅
田
雲
濱
先
生
傳　

⒆
橋
本
左
內
先
生
傳　

⒇
安
積
武
貞
先
生
傳　

21
日
下

部
伊
三
次
先
生
傳　

22
鵜
飼
父
子
合
傳　

23
大
橋
順
藏
先
生
傳　

24
岩
倉
具
視

公
傳　

25
木
戶
孝
允
公
傳　

26
吉
田
松
陰
先
生
傳　

27
林
子
平
先
生
傳
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所
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『
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』
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び
福
田
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」
に
つ
い
て

平　

塚　

順　

良
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「
久
版
通
武
」「
版
本
龍
馬
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
は
「
久
坂
通
武
」「
坂
本
龍

馬
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
伝
播
の
過
程
で
、
坂
を
版
に
誤
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

慷
慨
詩
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
た
の
か
を
見
極
め
る
上
で
、
こ
の
点
が
重
要

な
手
掛
か
り
の
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
は
、
後
に
論
じ
た
い
。
な
お
「
版
本
龍
馬
先
生

伝
」
は
項
目
の
み
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
漢
詩
文
を
載
せ
な
い
。

ま
ず
は
、
慷
慨
詩
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

考
え
た
い
。慷
慨
詩
の
も
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
文
献
を
、そ
の
始
点
に
ま
で
遡
っ

て
ゆ
く
と
西
村
三
郎
編
『
近
古
慷
慨
家
列
伝
』
に
た
ど
り
着
く
。
西
村
三
郎
編
『
近

古
慷
慨
家
列
伝
』
は
奥
付
に
よ
れ
ば
、春
陽
堂
の
出
版
に
か
か
り
、初
編
が
明
治
十
七

年
（
西
暦
一
八
八
四
年
）
三
月
に
出
版
御
届
、
後
に
初
編
・
二
編
・
三
編
・
四
編
の
合

本
が
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
に
御
届
と
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
は
、瀬
山
佐
吉

が
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
出
版
し
た
『
近
古
慷
慨
家
列
伝
』
も
存
在
す
る
。

こ
の
西
村
三
郎
編
『
近
古
慷
慨
家
列
伝
』
は
、
佐
久
間
象
山
先
生
伝
に
始
ま
り
、

木
戸
孝
允
公
之
伝
ま
で
、
明
治
維
新
期
の
総
勢
三
十
五
名
の
伝
記
を
載
せ
る
。
こ
の

『
近
古
慷
慨
家
列
伝
』
所
収
の
各
名
人
伝
か
ら
、伝
記
人
物
の
漢
詩
文
の
み
を
抜
き
出

す
と
、
漢
喃
研
究
院
図
書
館
所
蔵
の
慷
慨
詩
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
慷
慨
詩
は
、
直
接
『
近
古
慷
慨
家
列
伝
』
を
参
照
し
て
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
よ
う
だ
。『
近
古
慷
慨
家
列
伝
』に
は
漢
訳
が
二
種
類
存
在
す
る
。
ひ
と

つ
は
趙
必
振
訳
述
『
日
本
維
新
慷
慨
史
』
広
智
書
局
・
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二②
）

で
、も
う
ひ
と
つ
は
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
に
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月

十
三
日
か
ら
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
陳
伯
輿
「
維
新
人
物

列
伝
」
で
あ
る③
。

こ
こ
ま
で
に
四
種
の
テ
キ
ス
ト
を
紹
介
し
た
が
、
以
下
で
は
こ
れ
ら
を
年
表
の
形

で
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
こ
れ
以
降
は
四
種
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

略
称
を
用
い
て
論
述
を
進
め
る
た
め
、年
表
に
略
称
を
も
併
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
九
〇
六

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一
九
〇
一

一
九
〇
〇

一
八
九
九

一
八
九
八

一
八
九
七

一
八
九
六

一
八
九
五

一
八
九
四

一
八
九
三

一
八
九
二

一
八
九
一

一
八
九
〇

一
八
八
九

一
八
八
八

一
八
八
七

一
八
八
六

西
暦

維
新
人
物
列
伝

日
本
維
新
慷
慨
史

近
古
慷
慨
家
列
伝

近
古
慷
慨
家
列
伝

書
名
／
題
名

漢
文
台
湾
日
日
新
報

広
智
書
局

瀬
山
佐
吉

春
陽
堂

出
版
／
掲
載

漢
語

漢
語

日
本
語

日
本
語

言
語

新
報
版

広
智
版

瀬
山
版

春
陽
堂
版

略
称

慷
慨
詩
の
編
纂
に
当
た
っ
て
は
、
四
種
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
も
広
智
版
が
用
い
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
事
実
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず

は
広
智
版
が
現
れ
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
八
九
五
年
に
日
清
戦
争
が
終
結
す
る
と
、
和
書
の
漢
訳
数
は
突
如
増
加
し
た
。
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譚
汝
謙
の
統
計
に
よ
れ
ば④
、
一
八
六
八
年
か
ら
一
八
九
五
年
の
間
に
漢
訳
さ
れ
た
和

書
は
八
件
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
一
一
年
の
間
に

九
百
五
十
八
件
へ
と
急
激
に
増
加
す
る
。

中
国
で
は
、
日
清
戦
争
の
敗
戦
を
契
機
と
し
て
、
西
学
を
学
び
近
代
化
を
目
指
そ

う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
直
接
西
洋
に
留
学
生
を
送
り
ま
た
洋
書
を

漢
訳
す
る
よ
り
も
、
日
本
を
通
じ
て
西
学
を
受
容
し
、
近
代
化
を
図
る
方
が
得
策
だ

と
す
る
考
え
が
現
れ
た
。
そ
の
理
由
に
は
、
日
本
に
お
い
て
す
で
に
取
捨
選
択
さ
れ

た
西
学
の
精
髄
の
み
を
学
ん
だ
ほ
う
が
、
近
代
化
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ

と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
両
国
の
距
離
が
近
い
事
や
、
日
本
語
は
文
字
に
漢
字

を
用
い
る
こ
と
か
ら
習
得
が
容
易
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る⑤
。

こ
う
し
て
日
清
戦
争
後
、
清
朝
か
ら
多
く
の
留
学
生
が
来
日
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
和
書
が
漢
訳
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
広
智
版
も
、
日
清
戦
争
後
に
数
多
く
現
れ
た
和
書
の

漢
訳
中
の
一
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
広
智
版
は
、
本
来
中
国
の
近
代
化
に
資

す
る
も
の
と
し
て
、
中
国
で
の
受
容
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
に

論
じ
る
よ
う
に
実
際
に
は
そ
の
範
囲
を
超
え
越
南
に
ま
で
伝
来
す
る
に
至
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
本
題
に
戻
り
、
以
下
で
は
具
体
的
な
例
を
三
つ
挙
げ
て
、
慷
慨
詩

は
広
智
版
を
参
考
に
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
い
。

一
つ
め
は
藤
田
東
湖
「
和
文
天
祥
正
氣
歌
（
文
天
祥
の
正
気
の
歌
に
和
す
）」
を
例
に

挙
げ
よ
う
。
ひ
と
ま
ず
『
東
湖
全
集
』
博
文
館
・
一
九
四
〇
年
を
定
本
と
み
な
し
、

そ
の
第
九
・
十
句
を
示
す
と
、「
凝
爲
百
鍊
鐵
、
銳
利
可
斷
鍪
（
凝
り
て
は
百
錬
の
鉄
と

為
り
、鋭
利
鍪か
ぶ
とを

断
ず
べ
し
）」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
句
の
異
同
を
以
下
一
覧
に
し

て
示
そ
う
。

慷
慨
詩

新
報
版
⑥

広
智
版

瀬
山
版

春
陽
堂
版

減
爲
百
鍊
鐵
、
銳
斷
讎
人
頭

凝
爲
百
鍊
鐵
、
銳
利
可
斷
鍬

減
爲
百
鍊
鐵
、
銳
斷
讎
人
頭

減
爲
百
鍊
銕
、
銳
利
可
斷
鑿

凝
爲
百
鍊
銕
、
銳
利
可
斷
鑿

第
十
句
を
「
銳
斷
讎
人
頭
」
と
す
る
の
は
、
広
智
版
と
慷
慨
詩
の
み
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
慷
慨
詩
が
広
智
版
を
参
考
に
し
て
筆
写
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る⑦
。

二
つ
め
は
、
吉
田
松
陰
の
画
賛
を
例
に
挙
げ
た
い
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、
門

人
の
松
浦
松
洞
が
描
い
た
松
陰
像
に
、
松
陰
自
ら
が
画
賛
を
し
た
た
め
た
こ
と
が
あ

る
。『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
・
一
九
四
〇
年
で
は
巻
頭
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、第
八
句
を
「
身
許
家
國
兮
死
生
吾
久
齊
（
身
は
家
国
に
許
し
死
生
吾
久
し
く
斉

し
く
す
）」
に
作
る
。
そ
れ
で
は
各
テ
キ
ス
ト
が
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い

る
の
か
見
て
み
よ
う
。

慷
慨
詩

新
報
版
⑧

広
智
版

瀬
山
版

春
陽
堂
版

身
死
國
家
兮
生
死
吾
奚
疑

身
許
家
國
兮
生
死
復
奚
猜

身
死
國
家
兮
生
死
吾
奚
疑

身
許
家
國
兮
生
死
吾
奚
疑

身
許
家
國
兮
生
死
吾
奚
疑

「
身
死
國
家
」
に
作
る
の
は
、
広
智
版
と
慷
慨
詩
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
も
慷
慨
詩
が

広
智
版
を
参
照
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
。

最
後
に
、
坂
本
龍
馬
の
項
目
名
を
見
て
み
よ
う
。
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慷
慨
詩

新
報
版
⑨

広
智
版

瀬
山
版

春
陽
堂
版

版
本
龍
馬
先
生
傳

坂
本
龍
馬
先
生
傳

版
本
龍
馬
先
生
傳

坂
本
龍
馬
君
ノ
傳

坂
本
龍
馬
君
ノ
傳

坂
を
版
に
誤
る
の
は
、
広
智
版
と
慷
慨
詩
の
み
で
あ
り
、
慷
慨
詩
は
明
ら
か
に
広

智
版
の
誤
り
を
襲
っ
て
い
る
。

以
上
、
三
例
で
検
証
し
た
よ
う
に
慷
慨
詩
は
、
広
智
版
か
ら
伝
記
人
物
の
漢
詩
文

の
み
を
抜
き
出
し
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る⑩
。

こ
こ
で
広
智
版
の
漢
訳
者
で
あ
る
趙
必
振
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
こ
う
。
田
伏

隆
「
趙
必
振
伝
略⑪
」
に
よ
れ
ば
、
趙
必
振
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
六
）、
字
は
曰
生
、
別

号
は
星
庵
、
武
陵
県
（
現
在
の
湖
南
省
常
徳
市
）
の
人
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
に
自
立

会
運
動
に
参
加
、
常
徳
で
自
立
軍
の
組
織
に
当
た
り
、
運
動
が
失
敗
す
る
と
日
本
へ

と
渡
っ
た
。
日
本
滞
在
中
は
、
梁
啓
超
が
主
編
を
務
め
る
漢
語
雑
誌
『
清
議
報
』
の

校
正
・
編
集
な
ど
を
担
当
し
、『
清
議
報
』『
新
民
叢
報
』
に
詩
文
を
発
表
し
て
い
る
。

一
九
〇
二
年
に
は
ひ
そ
か
に
上
海
へ
戻
り
、
日
本
人
の
著
作
の
漢
訳
を
開
始
す
る
。

『
二
十
世
紀
之
怪
物
帝
国
主
義
』（
幸
徳
秋
水
著
）、『
近
世
社
会
主
義
』（
福
井
準
造
著
）

な
ど
の
翻
訳
が
あ
る
。

ま
た
広
智
書
局
は
、
梁
啓
超
の
主
導
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
出
版
社
で
あ
る

が
、
梁
啓
超
は
日
本
亡
命
中
の
身
の
上
で
あ
っ
た
た
め
、
発
行
人
に
は
馮
鏡
如
の
名

が
挙
が
っ
て
い
る⑫
。

三
、
福
田
英
子
「
致
薛
錦
琴
書
」
に
つ
い
て

先
に
も
す
で
に
述
べ
た
が
、
慷
慨
詩
は
、
そ
の
末
尾
に
福
田
英
子
の
「
致
薛
錦
琴

書
」
を
鈔
写
す
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
書
簡
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
鈔
写

さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

福
田
英
子
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
七
）
は
、
日
本
の
自
由
民
権
運
動
に
身
を
投
じ
た
、

女
性
解
放
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
そ
の
自
叙
伝
『
妾
の
半
生
涯
』
に

よ
っ
て
有
名
で
あ
る⑬
。
こ
の
福
田
英
子
が
、
十
代
の
一
女
性
薛
錦
琴
に
書
簡
を
し
た
た

め
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
以
下
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

劉
巨
才
『
中
国
近
代
婦
女
運
動
史
』
中
国
婦
女
出
版
社・一
九
八
九
年
の
第
五
章
「
辛

亥
革
命
前
夕
的
婦
女
解
放
闘
争
」
は
、
薛
錦
琴
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

一
九
〇
一
年
三
月
十
五
日
、
上
海
愛
國
人
士
集
會
於
張
園
、
主
張
「
力
拒
俄
約
、

以
保
危
局
」、
開
始
了
拒
俄
運
動
。
二
十
四
日
、
上
海
愛
國
人
士
第
二
次
集
會
張

園
、
商
討
拒
俄
辦
法
。
上
海
婦
女
積
極
參
加
拒
俄
運
動
。
當
時
、
年
僅
十
餘
歲

的
女
學
生
薛
錦
琴
、
慷
慨
陳
說
。

一
九
〇
一
年
三
月
十
五
日
、
上
海
の
愛
国
人
士
た
ち
は
張
園
に
お
い
て
集
会

を
開
き
、「
努
め
て
ロ
シ
ア
と
の
条
約
を
拒
否
し
、
危
機
的
局
面
か
ら
身
を
守

る
」
こ
と
を
主
張
し
、
反
露
運
動
を
開
始
し
た
。
二
十
四
日
、
上
海
の
愛
国

人
士
た
ち
は
張
園
に
お
い
て
第
二
回
集
会
を
開
き
、
ロ
シ
ア
と
の
条
約
を
拒

否
す
る
方
策
を
話
し
合
っ
た
。
上
海
の
女
性
た
ち
も
積
極
的
に
こ
の
反
露
運

動
に
参
加
し
た
。
当
時
、
わ
ず
か
十
数
歳
の
女
学
生
で
あ
っ
た
薛
錦
琴
は
、

激
越
な
口
調
で
意
見
を
述
べ
た
。

こ
の
時
に
薛
錦
琴
が
述
べ
た
内
容
に
つ
い
て
、
中
国
で
は
一
九
〇
一
年
三
月

二
十
六
日
（
旧
暦
二
月
初
七
日
）
の
『
字
林
西
報
』
が
英
文
で
報
道
し
て
い
る
。
ま
た

そ
の
次
の
日
、
三
月
二
十
七
日
に
は
『
中
外
日
報
』
が
、『
字
林
西
報
』
の
記
事
を
漢

訳
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
る⑭
。

こ
の
薛
錦
琴
の
演
説
に
つ
い
て
は
、日
本
で
も
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
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八
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
が
「
支
那
の
ジ
ヤ
ン
ダ
ー
ク
」
と
い
う
見
出
し
で
い
ち

早
く
報
道
し
て
い
る
。
以
下
に
一
部
を
引
用
す
る
と
、

上
海
愛
國
會
の
演
壇
に
紅
淚
を
揮
て
悲
壯
の
演
說
を
爲
し
た
る
少
女
薛
錦
琴
は

廣
東
人
薛
氏
の
女
に
し
て
上
海
ミ
シ
ヨ
ナ
リ
ー
、
ス
ク
ー
ル
の
敎
育
を
受
け
夙

に
芳
名
あ
り
。

と
あ
る
。
ま
た
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
十
五
日
『
婦
女
新
聞
』
に
も
「
少

女
慷
慨
演
説
」
と
い
う
見
出
し
で
、

去
月
二
十
五
日
上
海
張
園
內
に
於
て
開
か
れ
た
る
淸
國
愛
國
同
盟
會
に
て
數
人

の
慷
慨
悲
憤
演
說
あ
り
會
衆
皆
淚
を
垂
れ
て
激
昂
せ
る
折
花
の
如
き
一
少
女

人
々
を
推
し
わ
け
て
演
壇
に
馳
せ
上
り
淚
を
揮
つ
て
滔
々
演
ず
ら
く
…
…

と
あ
り
、
こ
の
後
に
薛
錦
琴
の
演
説
内
容
を
紹
介
す
る
。
こ
の
よ
う
に
薛
錦
琴
の
演

説
は
、
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
福
田
英
子
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

福
田
英
子
が
薛
錦
琴
へ
宛
て
た
書
簡
は
、
ま
ず
漢
文
の
公
開
状
と
し
て
発
表
さ
れ

た
。
光
緒
二
十
七
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
一
日
『
清
議
報
』
第
八
十
二
冊
の
来
稿
雑
文

に
「
致
薛
錦
琴
書
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
和
文
が
『
婦
女
新
聞
』
に
、

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
十
三
日
・
二
十
日
の
二
回
に
分
け
て
「
薛
錦
琴
女

に
與
ふ
る
の
書
」
と
の
題
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る⑮
。
そ
の
前
文
に
よ
れ
ば
、

淸
國
の
少
女
慷
慨
家
薛
錦
琴
孃
の
事
は
曾
て
揭
げ
た
り
し
が
福
田
英
子
氏
の
遙

か
に
之
に
寄
せ
た
る
書
は
左
の
如
し
是
は
過
日
某
新
聞
に
出
で
た
る
由
な
れ
ど

社
友
よ
り
態
々
寄
せ
ら
れ
た
れ
ば
揭
ぐ
る
事
と
し
ぬ
。

と
あ
る
。「
薛
錦
琴
孃
の
事
は
曾
て
揭
げ
た
り
」
と
あ
る
の
は
、先
に
引
用
し
た
明
治

三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
十
五
日
『
婦
女
新
聞
』
の
記
事
を
指
す
。
ま
た
「
過
日

某
新
聞
に
出
で
た
る
」
と
言
う
の
は
、『
清
議
報
』
第
八
十
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
漢
文

の
公
開
状
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
福
田
英
子
「
薛
錦
琴
女
に
與
ふ
る
の
書
」
の

一
節
に
は
、「
妾
は
拙
國
新
聞
紙
が
淸
國
の
ジ
ヤ
ン
、
デ
、
ア
ー
ク
と
し
て
貴
女
の
壯

志
を
傳
ふ
る
に
遭
へ
り⑯
」
と
あ
る
の
で
、
福
田
英
子
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
「
支

那
の
ジ
ヤ
ン
ダ
ー
ク
」
を
読
ん
で
、
こ
の
公
開
状
を
し
た
た
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
福
田
英
子
が
薛
錦
琴
に
宛
て
た
公
開
状
は
、
ま
ず
漢
文
が
、
そ
の
後

に
和
文
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

福
田
英
子
の
執
筆
に
か
か
る
文
章
は
、『
福
田
英
子
集
』
不
二
出
版
・
一
九
九
八
年

に
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
は
ひ
と
つ
も
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。『
清
議
報
』
第
八
十
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
「
致
薛
錦
琴
書
」
も
、福
田
英

子
が
自
ら
漢
文
で
し
た
た
め
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。『
清
議
報
』
の
校
正
・
編
集

に
当
た
っ
て
い
た
、
趙
必
振
か
あ
る
い
は
そ
の
他
の
編
集
者
が
漢
訳
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
福
田
英
子
の
公
開
状
を
薛
錦
琴
が
実
際
に
目
に
し
た
か
ど

う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

以
上
に
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、慷
慨
詩
の
末
尾
に
鈔
写
さ
れ
た
福
田
英
子「
致

薛
錦
琴
書
」
は
、『
清
議
報
』
第
八
十
二
冊
か
ら
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
こ
で
『
清
議
報
』
に
つ
い
て
簡
単
に
そ
の
概
略
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
清
議
報
』
は
、
梁
啓
超
の
主
導
に
よ
り
光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
）
十
一
月
十
一

日
に
、
日
本
の
横
浜
で
第
一
冊
が
発
行
さ
れ
た
漢
語
雑
誌
で
あ
る
。
梁
啓
超
は
日
本

に
亡
命
中
の
身
の
上
で
あ
っ
た
た
め
、
発
行
兼
編
輯
人
と
し
て
馮
鏡
如
の
名
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。『
清
議
報
』は
光
緒
二
十
七
年（
一
九
〇
一
）十
一
月
十
一
日
に
第
一
百

冊
の
発
行
を
も
っ
て
停
刊
と
な
る
が
、
間
も
な
く
後
続
誌
と
し
て
『
新
民
叢
報
』
が

光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
正
月
一
日
に
創
刊
さ
れ
て
い
る⑰
。
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続
い
て
、
福
田
英
子
「
薛
錦
琴
女
に
與
ふ
る
の
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
こ
こ

で
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
引
用
に
は
、「
致
薛
錦
琴
書
」
と
「
薛
錦
琴
女
に
與

ふ
る
の
書
」
の
双
方
を
対
照
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
福
田
英
子
は
西
欧
列
強

の
東
亜
侵
略
に
直
面
し
て
、
国
家
の
強
弱
は
何
に
存
す
る
か
を
論
じ
、

然
歐
洲
民
氣
之
所
以
常
活
潑
不
羈
、
東
亞
民
氣
之
所
以
常
銷
沈
不
振
者
、
蓋
由

有
婦
人
爲
其
後
援
與
否
而
已
。
…
…
。
歐
美
之
婦
女
、
能
以
柔
克
剛
、
故
其
國

民
之
元
氣
日
臻
雄
偉
。
而
東
洋
之
婦
女
、
反
甘
爲
男
子
之
翫
弄
物
。
吁
、
東
洋

之
民
氣
不
振
、
日
瀕
于
衰
亡
腐
壞
之
域
得
無
故
耶
。

然
ら
ば
西
歐
人
の
士
氣
斯
の
如
く
活
潑
に
し
て
、
東
洋
人
の
士
氣
如
此
振
は
ざ

る
は
、
其
故
何
ぞ
や
。
曰
く
是
れ
一
つ
は
婦
人
の
後
援
あ
る
と
否
ら
ざ
る
と
に

由
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
。
婦
女
子
の
柔
克
く
剛
を
制
す
る
歐
人
社

會
の
元
氣
活
潑
に
し
て
、
而
し
て
婦
女
子
自
ら
男
子
の
翫
弄
物
た
る
を
甘
ん
ず

る
東
洋
社
會
の
衰
亡
に
瀕
す
る
も
の
決
し
て
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

と
述
べ
、
女
性
の
後
援
の
有
無
が
、
国
家
の
強
弱
と
し
て
現
前
し
て
い
る
こ
と
を
説

く
。
そ
こ
で
、

若
是
、
則
西
人
直
東
人
不
共
戴
天
之
寇
讎
矣
。
今
欲
勝
之
、
非
鑑
我
之
所
短
、

師
彼
之
所
長
不
可
。
取
彼
之
所
長
、
以
補
吾
不
足
、
然
後
以
吾
之
長
制
彼
之
所

短
。
此
勝
敵
之
道
也
。
而
吾
所
短
彼
所
長
者
、
卽
有
婦
人
爲
之
援
于
後
與
否
而

已
。
東
方
婦
女
當
此
機
其
亦
知
之
否
乎
。

貴
女
よ
、
吾
人
が
不
倶
戴
天
の
仇
敵
、
一
つ
西
人
あ
り
て
存
す
る
の
み
。
…
…
。

今
ま
我
が
東
洋
人
に
し
て
此
の
敵
に
勝
た
ん
と
欲
せ
ば
、
宜
し
く
先
づ
之
れ
を

我
短
所
に
鑑
み
て
敵
の
長
所
を
取
り
、
然
る
後
敵
の
短
所
を
突
く
べ
き
な
り
。

而
し
て
敵
の
長
に
し
て
我
の
短
な
る
は
、
卽
ち
婦
人
後
援
の
有
無
に
あ
り
と
な

さ
ば
、
東
洋
婦
人
た
る
も
の
此
機
に
當
た
り
豈
大
覺
悟
な
か
る
べ
け
ん
や
。

と
あ
る
よ
う
に
、
西
欧
と
対
峙
す
る
た
め
に
は
、
西
欧
の
長
所
は
見
倣
い
取
り
入
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
女
性
の
後
援
に
つ
い
て
は
模
範
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

福
田
英
子
は
書
簡
の
中
で
、
国
家
の
強
弱
は
、
女
性
の
強
弱
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

を
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
梁
啓
超
の
女
性
論
に
も
見
ら
れ
る
。
梁
啓
超

を
は
じ
め
と
す
る
清
末
民
初
の
女
性
論
に
つ
い
て
は
、
須
藤
瑞
代
『
中
国
「
女
権
」

概
念
の
変
容
』
研
文
出
版
・
二
〇
〇
七
年
が
、
す
で
に
詳
細
な
検
討
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
須
藤
は
、
梁
啓
超
の
女
性
論
を
、
第
一
期
（
一
八
九
七
〜
一
九
〇
二
）
と
第
二

期
（
一
九
二
二
）
と
に
分
け
る
。
梁
啓
超
の
第
一
期
女
性
論
は
、
お
も
に
『
時
務
報
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が⑱
、
そ
の
中
か
ら
梁
啓
超
「
変
法
通
義
・
女
学
」
の
一
節
を
引

用
す
る
と
、

是
故
女
學
最
盛
者
、
其
國
最
強
。
不
戰
而
屈
人
之
兵
、
美
是
也
。
女
學
次
盛
者
、

其
國
次
強
、
英
法
德
日
本
是
也
。（『
時
務
報
』
第
二
十
五
冊
）

ゆ
え
に
女
学
が
最
も
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
の
国
が
最
も
強
い
。
戦
闘
せ
ず
に

敵
兵
を
屈
服
さ
せ
る⑲
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
で
あ
る
。
女
学
が
次
い
で
盛
ん
で

あ
れ
ば
、
そ
の
国
が
次
い
で
強
い
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
日

本
が
こ
れ
で
あ
る
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
梁
啓
超
は
女
学
の
隆
盛
と
国
家
の
富
強
と
を
結
び
付
け
て
論
じ
て

い
る
。
須
藤
は
、
こ
う
し
た
思
潮
は
、
同
時
代
の
馬
君
武
・
金
天
翮
な
ど
に
も
共
通

し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る⑳
。

以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
日
本
・
中
国
に
お
い
て
、
国
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家
の
富
強
を
目
的
に
据
え
た
、
女
権
の
拡
張
と
い
う
思
潮
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
る
。

四
、
広
智
版
・『
清
議
報
』
の
越
南
へ
の
伝
来
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
慷
慨
詩
は
、
広
智
版
か
ら
伝
記
人
物
の
漢

詩
文
の
み
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
福
田
英
子
「
致
薛
錦
琴
書
」
は
『
清
議

報
』
第
八
十
二
冊
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
広
智

版
・『
清
議
報
』
が
越
南
へ
と
伝
来
し
て
い
た
事
実
は
確
認
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

梁
啓
超
の
著
作
や
主
編
雑
誌
の
越
南
へ
の
伝
来
に
関
し
て
は
、
白
石
昌
也
『
ベ
ト

ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』
巖
南
堂
書
店
・
一
九
九
三
年
の
第
三
章
「「
新

書
」
―
ベ
ト
ナ
ム
と
外
部
世
界
」
に
詳
し
い
。
以
下
で
は
、
こ
の
白
石
の
論
述
に
よ

り
つ
つ
、
広
智
版
・『
清
議
報
』
の
越
南
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
越
南
か
ら
日
本
へ
の
留
学
運
動
（
東
遊
運
動
）
を
主
導
し
た
潘
佩
珠
（Phan 

B
ội C

hâu

、
一
八
六
七
〜
一
九
四
〇㉑
）
の
『
自
判
』
年
表
第
三
紀㉒
に
は
、
一
九
〇
五
年
日

本
へ
と
向
か
う
船
中
の
こ
と
を
回
想
し
て
、

余
在
國
內
、
曾
得
讀
戊
戌
政
變
中
國
魂
及
新
民
叢
報
兩
三
篇
、
皆
爲
梁
啓
超
先

生
所
著
者
。
極
敬
慕
其
人
。

わ
た
し
は
越
南
国
内
で
、か
つ
て
『
戊
戌
政
変
』『
中
国
魂
』
お
よ
び
『
新
民

叢
報
』
な
ど
の
二
三
篇
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
み
な
梁
啓
超
先

生
が
著
わ
し
た
も
の
だ
っ
た
。わ
た
し
は
そ
の
人
を
大
変
に
敬
慕
し
て
い
た
。

と
あ
る
。『
戊
戌
政
変
』
と
は
す
な
わ
ち
梁
啓
超
『
戊
戌
政
変
記
』
を
指
す
。
潘
佩
珠

の
こ
の
記
述
か
ら
、
越
南
に
梁
啓
超
の
著
作
が
伝
来
し
て
い
た
事
実
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
潘
佩
珠
の
記
述
に
は
、『
清
議
報
』
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
ず
、

後
続
誌
で
あ
る
『
新
民
叢
報
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鄧
搏
鵬
著
・
潘
佩
珠
修
訂
『
越
南
義
烈
史
』
振
亜
社
・
成
泰
戊
午
年

（
一
九
一
八㉓
）
は
、
反
仏
運
動
の
中
で
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
六
年
の
間
に
斃
れ
た

同
志
た
ち
の
伝
記
を
漢
詩
文
に
よ
っ
て
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
曾
公
抜
虎
」

に
は
、癸

卯
甲
辰
年
間
、
日
俄
戰
役
、
日
本
大
勝
。
東
亞
風
雲
、
勢
且
蓬
勃
。
中
華
諸

志
士
所
著
新
書
新
報
種
種
、
間
多
輸
入
東
京
西
貢
者
。
公
素
多
與
華
商
熟
、
乃

得
讀
之
。

癸
卯
・
甲
辰
年
間
（
一
九
〇
三
〜
一
九
〇
四㉔
）、
日
露
戦
争
で
日
本
は
大
勝
し

た
。
東
亜
の
風
雲
、
そ
の
勢
い
や
ま
さ
に
勃
興
せ
ん
と
し
て
い
た
。
中
華
の

志
士
達
の
新
思
想
を
説
い
た
書
籍㉕
・
新
聞
雑
誌
の
様
々
な
も
の
が
、
ひ
そ
か

に
東ド

ン
キ
ン京

・
西サ

イ
ゴ
ン貢

に
も
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
曾
公
は
平
素
か
ら
中
華
商
人

と
懇
意
に
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
手
に
入
れ
て
読
ん
で
い
た㉖
。

と
あ
り
、
具
体
的
な
書
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
華
商
人
を
通
じ
て
新
思
想
を

説
い
た
漢
語
書
籍
・
新
聞
雑
誌
が
、
越
南
国
内
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
『H

uỳnh Thúc K
háng tự truyện

（
黄
叔
沆
自
伝
）』A

n
h

 M
in

h

、
一
九
六
三

年
に
は
、
黄
叔
沆
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
七㉗
）
が
一
九
〇
四
年
ご
ろ
を
回
想
し
て
、
フ

エ
で
『
戊
戌
政
変
』『
中
国
魂
』『
日
本
維
新
史
』『
新
民
叢
報
』
を
読
ん
だ
と
言
う
。

白
石
は
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
日
本
維
新
史
』
に
つ
い
て
、
羅
普
訳
『
日
本

維
新
三
十
年
史
』
広
智
書
局
・
一
九
〇
二
年
㉘を

指
す
と
す
る
。
根
拠
と
し
て
挙
げ
る

の
は
、
一
九
〇
七
年
に
仏
印
当
局
が
押
収
し
た
書
籍
目
録
の
中
に
『
日
本
維
新
三
十

年
史
』
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
『
日
本
維
新
史
』
が
、
広
智
版
（『
日
本
維
新
慷
慨
史
』）
を
指
す
可

能
性
も
、
慷
慨
詩
が
漢
喃
研
究
院
図
書
館
に
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
完
全
に
は
排
除



一
八
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で
き
な
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
広
智
版
と
『
日
本
維
新
三
十
年
史
』
は
と
も
に

越
南
へ
伝
来
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
広
智
版
・『
清
議
報
』
が
越
南
に
伝
来
し
て
い
た
確
か
な
証
拠

を
、
文
献
か
ら
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
梁
啓
超
の
著
作
や
『
新
民
叢
報
』

が
越
南
に
伝
来
し
て
い
た
事
実
は
確
認
で
き
る
。
後
続
誌
の
『
新
民
叢
報
』
が
越
南

に
伝
来
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
清
議
報
』
も
越
南
に
伝
来
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
広
智
書
局
が
出
版
し
た
『
日
本
維
新
三
十
年
史
』

が
仏
印
当
局
に
よ
っ
て
一
九
〇
七
年
に
押
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
広
智

書
局
の
出
版
に
か
か
る
広
智
版
（『
日
本
維
新
慷
慨
史
』）
が
越
南
に
伝
来
し
て
い
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

五
、
お 

わ 

り 

に

慷
慨
詩
を
鈔
写
し
た
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
詳
し
い

こ
と
は
知
る
由
も
な
い
が
、
広
智
版
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ

る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
鈔
写
者
は
、
日
本
の
維
新
慷
慨
家
た
ち
の
生
き
様
を

描
い
た
伝
記
の
部
分
よ
り
も
、
維
新
慷
慨
家
た
ち
が
作
っ
た
漢
詩
文
に
、
よ
り
高
い

価
値
を
見
出
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
記
の
中
か
ら
、
維
新
慷
慨
家
た
ち
の
漢
詩
文

の
み
を
抜
粋
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ち
な
み
に
広
智
版
の
凡
例
に
、

書
中
所
錄
詩
歌
甚
夥
、
無
關
宏
旨
。
然
原
書
所
有
、
不
忍
全
棄
、
其
詩
則
照
原

文
備
錄
。

本
書
が
収
録
す
る
漢
詩
・
和
歌
は
非
常
に
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
本
旨
と
は
関

係
が
な
い
。
し
か
し
原
著
に
あ
る
も
の
を
、
す
べ
て
削
除
し
て
し
ま
う
の
は

忍
び
な
い
。そ
こ
で
漢
詩
は
原
文
に
従
っ
て
す
べ
て
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
訳
者
の
趙
必
振
は
、
日
本
漢
詩
に
は
何
ら
価
値
を
見
出
し
て
お

ら
ず
、
そ
の
意
図
は
こ
の
書
物
を
通
じ
て
明
治
維
新
の
実
情
を
伝
え
、
中
国
の
近
代

化
に
役
立
て
る
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
慷
慨
詩
を
鈔
写
し
た
人
物
は
、
漢
訳
者
の
意
図
に
反
し
、
か
え
っ
て

日
本
漢
詩
に
価
値
を
見
出
し
て
い
る
。こ
う
し
た
漢
詩
に
重
点
を
置
い
た
読
み
方
を
、

歴
史
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

清
朝
は
、
一
八
八
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
天
津
条
約
を
結
び
、
越
南
へ
の
宗
主
権
を

放
棄
す
る
。
そ
れ
以
前
の
越
南
阮
朝
（
一
八
〇
二
〜
一
九
四
五
）
で
は
、
清
朝
へ
の
朝

貢
使
節
で
あ
る
如
清
使
部
を
定
期
的
に
派
遣
し
て
い
た
。
如
清
使
部
が
、
派
遣
先
の

清
朝
で
漢
詩
の
応
酬
を
数
多
く
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
如
清
使
部
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
阮
朝
文
人
た
ち
の
詩
文
集
が
、『
越
南
漢
文
燕
行
文
献
集
成
』
復
旦
大
学
出
版
社
・

二
〇
一
〇
年
に
輯
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
ひ
も
と
く
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
る
。
ま

た
如
清
使
部
は
、
朝
鮮
か
ら
清
朝
へ
と
派
遣
さ
れ
て
き
た
燕
行
使
と
の
間
で
も
漢
詩

の
応
酬
を
お
こ
な
っ
て
い
る㉙
。
こ
の
よ
う
に
越
南
文
人
た
ち
は
、
国
外
に
お
け
る
主

要
な
交
流
手
段
と
し
て
、
漢
詩
の
応
酬
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
漢
字
文
化

圏
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
言
語
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
漢
詩
の
応
酬
に
よ
っ
て
交

流
を
お
こ
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
も
う
一
度
慷
慨
詩
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
鈔
写
者
は
、
清
朝
と
の
朝
貢
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
、
漢
詩
の
応
酬
を

通
じ
て
国
外
と
交
渉
す
る
世
界
観
の
中
に
い
ま
だ
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
帝
国

主
義
の
侵
略
に
い
か
に
対
峙
す
る
か
と
い
う
新
た
な
問
題
意
識
は
い
ま
だ
希
薄
で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。時
代
の
大
き
な
転
換
に
対
応
し
き
れ
な
い
越
南
文
人
の
姿
を
、

明
治
維
新
の
実
情
を
記
し
た
伝
記
部
分
を
排
除
し
、
維
新
慷
慨
家
た
ち
の
漢
詩
文
の

み
を
抜
粋
し
た
そ
の
行
為
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
中
国
か
ら
届

く
新
思
想
を
、
越
南
文
人
が
旧
思
想
に
基
づ
い
て
読
ん
だ
例
と
し
て
、
慷
慨
詩
の
存

在
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
例
え
ば
潘
佩
珠
が
、
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越
南
に
お
い
て
梁
啓
超
な
ど
の
新
思
想
に
触
れ
、
一
九
〇
五
年
に
来
日
を
果
た
し
、

そ
の
後
民
族
運
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
、
新
思
想
は
一
部
の
越
南
知
識
人
に
徐
々
に

浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る㉚
。

ま
た
福
田
英
子
「
致
薛
錦
琴
書
」
が
慷
慨
詩
の
末
尾
に
鈔
写
さ
れ
て
い
る
意
義
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
よ
う
。『
清
議
報
』
の
中
か
ら
、福
田
英
子
「
致
薛
錦
琴
書
」
を

特
に
選
び
出
し
鈔
写
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
鈔
写
者
が
こ
れ
に
特
別
な
価
値
を
見
出

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
国
・
日
本
で
展
開
さ
れ
た
女
性
論
は
、
越
南
に
お
い
て

ど
の
程
度
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。Lê Thị N

hâm
 Tuyết

（
黎
氏
壬
雪
）『
ベ
ト

ナ
ム
女
性
史
』
明
石
書
店
・
二
〇
一
〇
年
に
は
、
女
性
論
の
受
容
に
つ
い
て
の
言
及

は
見
ら
れ
な
い
。『
清
議
報
』
第
四
十
七
冊
（
一
九
〇
〇
年
）
に
は
石
川
半
山
「
論
女

権
之
漸
盛
」
が
、ま
た
『
新
民
叢
報
』
第
七
号
（
一
九
〇
二
）
に
は
馬
君
武
「
女
士
張

竹
君
伝
」、
第
二
十
三
冊
（
一
九
〇
二
）
に
は
梁
啓
超
「
禁
早
婚
議
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る㉛
。
越
南
に
、『
清
議
報
』『
新
民
叢
報
』
が
伝
来
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

す
で
に
論
じ
た
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
ら
の
女
性
論
が
、
越
南
で
読
ま
れ
た
可
能
性
は

充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
漢
語
雑
誌
を
通
じ
た
、
越
南
に
お
け
る
女
性
論
の
受
容
は
、

一
九
〇
〇
年
前
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
女
性
解
放
運
動
を
包
括
的
に
論
じ
る
の
に

当
た
っ
て
、
検
討
に
値
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注①　
漢
喃
研
究
院
図
書
館
が
所
蔵
す
る
日
本
関
連
の
資
料
に
は
、
ほ
か
に
『
日
本
見
聞

録
』（
配
架
番
号
：A1164

）
が
あ
り
、
五
名
の
越
南
人
が
日
本
へ
漂
流
し
た
際
の
体

験
を
記
録
す
る
。
こ
の
『
日
本
見
聞
録
』
に
つ
い
て
は
、
陳
益
源
「
回
顧
在
韓
国
、
日

本
与
越
南
之
間
両
起
漂
流
事
件
」（『
越
南
漢
籍
文
献
述
論
』
中
華
書
局
・
二
〇
一
一

年
）
に
す
で
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。
ま
た
、N

gô Thế Long

「M
ột tài liệu cổ do 

người V
iệt N

am
 viết về N

hật B
ản, cuốn N

hật B
ản kiến văn lục

」（『Tạp chí H
án 

N
ôm

』
一
九
九
〇
年
第
一
期
）
は
、『
日
本
見
聞
録
』
を
主
な
研
究
対
象
と
す
る
が
、

慷
慨
詩
の
存
在
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

②　

趙
必
振
の
訳
業
に
つ
い
て
は
、潘
喜
顔
「
晩
清
時
期
趙
必
振
日
書
中
訳
貢
献
」（『
史

学
月
刊
』
二
〇
〇
九
年
十
二
期
）
が
す
で
に
論
じ
て
い
る
。

③　

陳
伯
輿
「
維
新
人
物
列
伝
」
の
掲
載
状
況
は
、「《
漢
文
台
湾
日
日
新
報
》
陳
伯
輿

「
維
新
人
物
列
伝
」
一
覧
表
」（
薛
建
蓉
『
重
写
的
「
詭
」
跡
：
日
治
時
期
台
湾
報
章
雑

誌
的
漢
文
歴
史
小
説
』
秀
威
資
訊
科
技
股
份
有
限
公
司
・
二
〇
一
五
年
の
附
録
表
四
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

④　

譚
汝
謙
「
中
日
之
間
訳
書
事
業
的
過
去
、
現
在
与
未
来
」
表
二
（『
中
国
訳
日
本
書

綜
合
目
録
』
中
文
大
学
出
版
社
・
一
九
八
〇
年
）

⑤　

実
藤
恵
秀
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
増
補
版
、
く
ろ
し
お
出
版
・
一
九
七
〇
年
の
第

一
章
第
七
節
「
日
本
留
学
の
諸
理
由
」

⑥　
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
三
十
八
年
十
月
四
日
「
藤
田
東
湖
先
生
伝
（
六
）」

⑦　

藤
田
東
湖
「
文
天
祥
の
正
気
の
歌
に
和
す
」
は
、
第
十
二
句
ま
で
を
、
平
水
韻
の
平

声
尤
韻
に
よ
っ
て
押
韻
す
る
。
韻
字
は
、
州
・
秋
・
洲
・
儔
・
鍪
・
仇
で
あ
る
。
春
陽

堂
版
・
瀬
山
版
は
、
鍪
を
鑿
に
作
る
が
、
鑿
は
入
声
薬
韻
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
は
韻

が
揃
わ
な
い
。
広
智
版
は
、
韻
を
揃
え
る
た
め
、
恣
意
的
に
文
字
を
改
め
、
韻
字
に
頭

（
平
声
尤
韻
）
が
く
る
よ
う
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
新
報
版
は
、
鍪
を

鍬
に
作
る
が
、
鍬
は
平
声
蕭
韻
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
は
韻
が
不
揃
い
に
な
る
。

⑧　
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
三
十
八
年
十
一
月
五
日
「
吉
田
松
陰
先
生
伝
（
四
）」

⑨　
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
日
「
坂
本
龍
馬
先
生
伝
（
一
）」・

一
月
二
十
一
日
「
坂
本
龍
馬
先
生
伝
（
二
）」・
一
月
二
十
三
日
「
坂
本
龍
馬
先
生
伝

（
三
）」

⑩　

趙
必
振
が
漢
訳
に
際
し
て
底
本
と
し
た
の
は
、
春
陽
堂
版
で
は
な
く
、
瀬
山
版
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
藤
田
東
湖
「
文
天
祥
の
正
気
の
歌
に
和

す
」
に
お
い
て
、
瀬
山
版
は
第
九
句
を
「
減
爲
百
鍊
銕
」
に
作
り
、
凝
を
減
に
誤
る

が
、
広
智
版
は
こ
の
誤
り
を
踏
襲
し
「
減
爲
百
鍊
鐵
」
と
す
る
点
な
ど
か
ら
分
か
る
。

⑪　
『
常
徳
県
文
史
資
料
』
第
三
輯
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
常
徳
県
委
員
会
文
史
資

料
研
究
委
員
会
・
一
九
八
七
年

⑫　

張
朋
園
「
広
智
書
局
（1901-1915

）
―
維
新
派
文
化
事
業
機
構
之
一
」（『
中
央
研

究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
第
二
期
・
一
九
七
一
年
）

⑬　

福
田
英
子
の
生
卒
年
や
経
歴
は
、『
福
田
英
子
集
』
不
二
出
版
・
一
九
九
八
年
の
村

田
静
子
「
評
伝
」
に
よ
る
。
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⑭　
『
拒
俄
運
動
：1901-1905

』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
・
一
九
七
九
年
の
第
一
編

一
九
〇
一
年
「
薛
女
子
錦
琴
演
説
」
に
よ
る
。

⑮　
『
福
田
英
子
集
』
は
、『
婦
女
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
十
三
日
・

二
十
日
を
基
に
し
て
「
薛
錦
琴
女
に
與
ふ
る
の
書
」
を
収
録
す
る
が
、『
清
議
報
』
第

八
十
二
冊
掲
載
の
「
致
薛
錦
琴
書
」
に
つ
い
て
は
、
言
及
が
な
い
。

⑯　
「
致
薛
錦
琴
書
」
の
該
当
部
分
に
は
「
繼
撿
閱
敝
國
新
聞
紙
、
知
令
孃
爲
中
華
之
貞

德
、
壯
志
奇
懷
、
表
于
吐
屬
」
と
あ
る
。

⑰　

葉
再
生
『
中
国
近
代
現
代
出
版
通
史
』
第
一
巻
、
華
文
出
版
社
・
二
〇
〇
二
年
の
第

六
篇
「
従
維
新
至
革
命
」
第
二
章
「
維
新
党
人
海
外
辦
報
刊
」

⑱　
『
中
国
「
女
権
」
概
念
の
変
容
』
第
一
章
第
二
節
「
不
纏
足
と
女
子
教
育
：
梁
啓
超

の
女
性
論
」（
二
十
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
梁
啓
超
の
第
一
期
女
性
論
に
属
す
る
も
の
に

は
、「
戒
纏
足
会
叙
」（『
時
務
報
』
第
十
六
冊
、
一
八
九
七
年
）、「
記
江
西
康
女
士
」

（『
時
務
報
』
第
二
十
一
冊
、
一
八
九
七
年
）、「
変
法
通
議
・
女
学
」（『
時
務
報
』
第

二
十
三
・
二
十
五
冊
、
一
八
九
七
年
）、「
試
辦
不
纏
足
会
簡
明
章
程
」（『
時
務
報
』
第

二
十
五
冊
、一
八
九
七
年
）、「
倡
設
女
学
堂
啓
」（『
時
務
報
』
第
四
十
五
冊
、一
八
九
七

年
）、「
禁
早
婚
議
」（『
新
民
叢
報
』
第
二
十
三
冊
、
一
九
〇
二
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑲　
「
不
戰
而
屈
人
之
兵
」
は
、『
孫
子
』
謀
攻
篇
「
不
戰
而
屈
人
之
兵
、
善
之
善
者
也

（
戦
わ
ず
し
て
人
の
兵
を
屈
す
る
は
、
善
の
善
な
る
者
な
り
）」
に
基
づ
く
。

⑳　
『
中
国
「
女
権
」
概
念
の
変
容
』
第
二
章
「「
人
権
」
を
有
す
る
「
国
民
の
母
」」

㉑　

潘
佩
珠
の
生
卒
年
は
、
西
川
寛
生
『
ベ
ト
ナ
ム
人
名
人
物
事
典
』
暁
印
書
館
・

二
〇
〇
〇
年
に
よ
る
。

㉒　

内
海
三
八
郎
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
独
立
運
動
家
潘
佩
珠
伝
―
日
本
・
中
国
を
駆
け
抜
け
た

革
命
家
の
生
涯
―
』
芙
蓉
書
房
出
版
・
一
九
九
九
年
の
潘
佩
珠
「
自
判
」
本
文

㉓　
『Phan B

ội C
hâu toàn tập

（
潘
佩
珠
全
集
）』
第
五
冊
、N

hà xuất bản Thuận H
óa

（
順
化
出
版
社
）・
二
〇
〇
〇
年

㉔　

日
露
戦
争
は
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
五
年
の
間
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
原
文
に

即
し
て
訳
出
す
る
。

㉕　

白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』
第
三
章
第
一
節
（
一
三
一

頁
）
は
、「
新
書
」
を
定
義
し
て
「
従
来
の
漢
籍
古
典
と
は
違
っ
て
、
中
国
や
世
界
の

現
状
を
叙
述
し
、
さ
ら
に
は
中
国
の
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
に
関
し
て
、
経
世
の
方
策

を
提
議
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
言
う
。

㉖　

和
訳
に
は
、
後
藤
均
平
訳
『
越
南
義
烈
史
』
刀
水
書
房・一
九
九
三
年
を
参
考
に
し
た
。

㉗　

黄
叔
沆
の
生
卒
年
は
、『
ベ
ト
ナ
ム
人
名
人
物
事
典
』
に
よ
る
。

㉘　

羅
普
訳
『
日
本
維
新
三
十
年
史
』
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
は
、佐
藤
厚

「
高
山
林
次
郎
（
樗
牛
）
等
著
『
明
治
三
十
年
史
』
と
近
代
ア
ジ
ア
世
界
に
与
え
た
影

響
」（『
専
修
人
文
論
集
』
九
十
七
号
、
専
修
大
学
学
会
・
二
〇
一
五
年
）
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

㉙　

阮
朝
如
清
使
部
と
朝
鮮
燕
行
使
と
の
詩
の
応
酬
に
つ
い
て
は
、清
水
太
郎
「
ベ
ト
ナ

ム
使
節
と
朝
鮮
使
節
の
中
国
で
の
邂
逅
（
6
）」（『
周
縁
と
中
心
の
概
念
で
読
み
解
く

東
ア
ジ
ア
の
「
越
・
韓
・
琉
」：
歴
史
学
・
考
古
学
研
究
か
ら
の
視
座
』
関
西
大
学
文

化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
・
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
朝
鮮
燕
行
使
に
つ
い
て

は
、
夫
馬
進
『
朝
鮮
燕
行
使
と
朝
鮮
通
信
使
』
名
古
屋
大
学
出
版
社
・
二
〇
一
五
年
に

詳
し
い
。

㉚　

潘
佩
珠
の
民
族
運
動
に
つ
い
て
は
、
白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア

ジ
ア
』
に
詳
し
い
。

㉛　
『
中
国
「
女
権
」
概
念
の
変
容
』
は
、
二
十
二
頁
で
石
川
半
山
「
論
女
権
之
漸
盛
」

に
、
一
〇
八
頁
で
馬
君
武
「
女
士
張
竹
君
伝
」
に
、
二
十
八
頁
で
梁
啓
超
「
禁
早
婚

議
」
に
言
及
す
る
。

本
研
究
はJS

P
S

科
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費26870708

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
経
営
学
部
非
常
勤
講
師
）


